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新規低温微生物Psychromonas〃marina の 分類学的性質に つ い て
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【目的】地 球上 の 約 80％ が 10°C以下 の 低温環境 で あると考え られ るが 、 低温 環境 の

中に は季節的に 温度が大幅 に変動す る場合もあ る 。 低温環 境は一般的に 多 くの生物

種を受 け入 れに くい環境で あるが 、 多種多様な 細菌種が 適応 し、 棲息 て い る もの と

考え ら れ て い る 。 近年 、 深 海や南極等の 通 年低温 状態の 環 境か ら微生物が分 離 され

て きて お り、 どの 様な細菌種が通年低温状態の 環 境に 適応 して い る の かが 、 次々 と

明らかに な っ て きて い る。 現在まで の 研究例におい て 、
Cotwe〃ia属細菌やMg 癬 θ〃α 属

細菌は通 年低温 状態の 環境 か らの み 分離 されて お リ、 こ れ らの 属 に分類 され る細 菌

種 が低温環境 固有の もの で あるとす る と細菌 の低 温適応 の進化 を考 える上 で 大変 興

味深い 。 今回 、 分離同定例 は南極か ら一例 あ り、 これ まで の深海や極地分離 菌株 の

16S　 rRNA 遺伝子解 析の結果 、深海や 極地で しか、分離例 のない Psychromonas属 細 菌

を オ ホ ー
ツ ク海 の 流氷接岸 期に 北海 道東部 の紋 別市 に お い て採 取 した海水試 料 よ り

分 離 し、分 類学的検討を行 な っ た 。

【方法 】北海道 紋別市に お い て 採 取 した 海 水試料 （水温 、−2 °C）を採 取 し、
Marine

agar　 2261 （Difco社製）平板寒天培地 に直接塗抹 した 。 これを0° C で 4週 間培養 し、同
寒天平板上 で 25 ° C で生育 しなか っ た 菌株 （4−22株）を分 離 した 。 本分離菌株 に つ い

て 、 透過 型お よび走査型 電子顕微鏡 に よる形 態観察 、 糖代謝 、 NaC 　1要求性 お よび耐
塩性 、 生育温度域 、 最適生 育温度 、 高分子分解能 、基質利 用性 、オ キ シ ダー ゼ 、 力

タ ラ ーゼ試験等に つ いて性 質 を調べ た 。 またDNA の G ＋ Cmol％ 、菌体脂肪酸組成 、 イ

ソ プ レ ノ イ ドキ ノ ン分 析等 の化学分 類 学的性 質を検討 した 。 さ らに 、
PCR 法 に よ

り、　 16S　 rRNA 遺伝子を増幅 した後 、オ ー トシ ー クエ ンサ ーに よ リ塩基配 列 を解析
し、既 知 の細菌 お よび これ まで にデ ー ターベ ー

ス に 登録 されて い るデ ーター と比較
す る とともに、近隣結合法 に基 づ き系統樹 の 作成 を行 っ た 。

【結果 お よび 考察】分 離菌株4 −22株を電子顕微鏡 で観察 した結果 、 菌体の 周 囲 に外
胞が観 察され 、 単一 の極鞭 毛 および周在性の 繊毛 を持つ こ とが認め られ た 。 また性
状検査の 結果 、 オキ シ ダーゼ 、 カ タ ラ ーゼ試験が ともに 陽性 で 、 生育 に NaCl を要求
し、 液体培地を用 い て 生育温度域 に つ い て検討 した とこ ろ 、

0〜 25 °Cで 生育が 確認 さ
れ たが 、

27 °Cに おい て は 生育 しなか っ た 。 最適生育温度は 14〜 16 °Cで あ っ た 。 化学
分類 学的性質 につ い て 検討 した 結果 、 本分離菌株 は ユ ビキ ノ ンー8 を主要成 分 と して

持 っ て い た 。　 また菌体脂肪酸 を分析 した結果 、　 主要な構成成 分 と して C160 ，　 C16、1，
Clsl1，　C141，　C　ls 、1を持 っ て おり 、 主要成分 よ り少量 なが らC226 （DHA ）も含 まれて い

るこ とが確認 された 。
DNA の G ＋ C・mol °

／・ は43．5°
／e で あ っ た 。 分離菌株 の 16S　rRNA 遺

伝子の 塩基配 列を 決定 し他 の 細 菌種 の もの と比較 した と こ ろ 1998年に 南極 か ら分離
され た　Psychromonas　 antarcticus と95，7％ と最 も高い 相同性を示 した 。 　 4−22株は P．
aniarcticus と酸 素に対 する態度、基質利用性、生育温 度域等 の点 に お い て も明 らか に

異 なるこ とか ら 、 新種細菌で あると考え られた 。
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